
1

林業の労働災害防止

－ 作業負担軽減策、
危険感受性向上策の推進 －

労働安全衛生総合研究所
高木元也



林業における労働災害発生件数の推移（H11～Ｒ０２）
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【労働災害防止対策の取り組み】
①伐木作業、かかり木処理等における事業者の自主的安全活動促進（伐木技能向上策、
かかり木処理ガイドライン、チェーンソー取り扱い、防護具の装備等）

②改正労働安全衛生規則施行（令和元年8月）
→受口を作る立木の最小直径の拡大（40cm→20cm以上）
→伐木時の離隔距離の定め（立木高さの2倍以上）
→チェーンソー下肢切創防止用保護衣（チャプス等）着用義務化



災害発生率高い。伐木作業の死亡災害が約60％、
50歳以上の高年齢者死亡災害が80％超
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林業の高齢化率
（65歳以上）は、
平成27年は25％



毎年、繰り返し発生している
伐木者の休業4日以上死傷災害（H27）
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（特徴）
・人が主役の労働集約型産業
・パートタイマー、アルバイトが多い
・短時間、シフト制

・小売業、飲食店の多くは、「お客
様のための安全」はあっても「働
く人のための安全」がない。



・
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加齢に伴う心身機能の低下
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疲労によるヒューマンエラー

人は疲れてくると、作業量が低下し作業の質も低下する。
とっさの反応が遅れがちになり、注意力の低下、集中力の低下、

判断力の低下を生み、普段しないような単純ミスが増えてくる。
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熟練者の安全問題
熟練ゆえに無理な作業に向かう

３０代と50代の労働災害発生率比較
年千人率

現場が思ったように進まないと、豊富な経験が危険軽視につな
がり、上に立つ者の責任感の強さも相まって、急いで解決しよう
と不安全行動を伴う解決策が選ばれてしまう。
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厚労省「高年齢労働者の安全と健康確保のための
ガイドライン」（Ｒ０２）

エイジフレンドリーガイドライン

第１ 趣旨
第２ 事業者に求められる事項
１．安全衛生管理体制の確立等
２．職場環境の改善
３．高年齢労働者の健康や体力の状況の把握
４．高年齢労働者の健康や体力の状況に応じた対応
５．安全衛生教育

第３ 労働者に求められる事項
第４ 国、関係団体等による支援の活用
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危険感受性の低下が、被災に直結する
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（特徴）
・人が主役の労働集約型産業
・パートタイマー、アルバイトが多い
・短時間、シフト制

・小売業、飲食店の多くは、「お客
様のための安全」はあっても「働
く人のための安全」がない。



今後の労働災害防止対策

作業負荷軽減策
(疲労対策、高年齢者対策)と

危険感受性向上策
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作業負荷の軽減策

基幹作業者通路の整備
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資料：東京都水道局水源管理
事務所



単軌道を活用した
森林の管理

16資料：東京都水道局水源管理事務所



機械化
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かかり木処理の機械化

出所：平成25年厚生労働省委託事業「林業に新規参入する労働者に係る労働災害防止対策推進事業」報告書



パワーアシストスーツの活用
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防衛施設庁では、災害派遣等での救助活動、物資搬送におい
て、自衛隊員の負担軽減、野外・不整地での迅速機敏な行動を
可能とする高機動パワードスーツを開発。

出所：松沢純平ら（2021）高機動パワードスーツの安全性確保に関する取組み、労働安全衛生研究、Vol.14、No.2、ｐｐ.161-ｐｐ168



簡易休憩所の設置
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出所：有限会社堀内鋼業ＨＰ出所：有限会社坂出キョードーサービスＨＰ

・疲労回復
・防寒対策
・熱中症対策（下草刈作業）
・作業変更時の打ち合わせ
など
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おわりに
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・伐木者は危険源の真っ只中にいる。ゆえに伐木者の被災が最
も多い（機械の本質安全が及ばない・・・）。

・その伐木者は、50歳以上の高年齢者が多く、被災も多い。

・ベテランであり、熟練であっても、加齢により心身機能の低下
で被災しやすい。災害発生率は高い。

・また、直観的に危険を感じる力（危険感受性）が弱くなってい
る。人が主役の林業では大きな問題である。

・今後、労働災害防止の更なる減少には、作業負荷軽減策、危
険感受性向上策が求められる。


